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	北海道江別高等学校
	生活デザイン科
	No.９
	令和８年８月31日
	全国家庭クラブ指導者養成講座に参加して
	STUDENT’S VOICE
	NEXT EVENT

	９/30
	家庭クラブ全道大会

	表敬訪問へ
	　８月21日（金）、３年G組松﨑心春さんは、全国大会で文部科学大臣賞を受賞した報告のため江別市長を訪問してきました。後藤市長と発表テーマでもある「震災時におけるペットとの避難」について、市長と深くお話する機会となりました。また市長からは、「避難生活の際には、まず衣食住の『食』生活についてどうすればいいか考えがちだが、実は『住』生活についてどうすべきか考えることが最も大切だということについて、とても参考になった」という、大変ありがたいお言葉をいただきました。
	　今回の発表にあたっては、江別市の防災担当の方々をはじめ、多くの方々の御協力がありました。その結果として、「江別の避難所のモデルケースとして、今後発信していきたい」という、今後の励みになるお話をいただくことができました。改めて、今回の活動を支えてくださったみなさまに、心から感謝申し上げます。

	PICK UP!


